
　
国
内
の
経
済
に
お
い
て
、
景
気
は
昨
年
に

続
き
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い
る
も
の
の
、

個
人
消
費
の
改
善
ペ
ー
ス
は
総
じ
て
緩
慢
な

動
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
10
月
〜
12
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
、
４
四
半
期
連
続
で
増
加
し
、
景
気
が
緩

や
か
に
持
ち
直
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
が
、
内
容
は
引
き
続
く
外
需
主
導
で
の

持
ち
直
し
で
あ
り
、
内
需
の
伸
び
は
横
ば
い

に
と
ど
ま
る
な
ど
、
回
復
の
勢
い
に
力
強
さ

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
昨
年
度
策
定
し
ま
し

た
「
四
万
十
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
方
針
に
基
づ
き
、
地
方
創
生

の
推
進
を
原
動
力
と
し
て
、
国
や
県
、
近
隣

自
治
体
と
も
連
携
し
、
地
域
力
を
結
集
し
た

取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
本
年
度
は
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
「
第
２
次
四
万
十
町
総
合
振

興
計
画
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ

の
計
画
を
四
万
十
町
の
将
来
像
と
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
方
針
を
町
民
と
共
有
し
、
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
「
四
万
十
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

第
18
条
に
基
づ
く
、
町
の
政
策
を
定
め
る

最
上
位
計
画
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
は
、
多
く
の
方
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
町
民
意
識
調
査
や
意
見
公

募
に
よ
る
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
提
案
を
反

映
し
て
い
ま
す
の
で
、
「
こ
の
ま
ち
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
、
「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け

た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
「
住

み
た
く
な
る
ま
ち
」
づ
く
り
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
町
民
と
と
も
に
積
極
的
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
３
つ
の
基
本
目
標
「
挑

戦
し
続
け
る
産
業
づ
く
り
」
、
「
生
涯
元

気
で
郷
土
愛
に
満
ち
た
人
づ
く
り
」
、

「
日
本
が
誇
る
四
万
十
川
流
域
の
環
境
づ

く
り
」
を
大
き
な
柱
と
し
た
四
万
十
町
の

今
後
10
年
の
総
合
的
な
計
画
で
す
。
　

　
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き

「
四
万
十
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
推
進
と
と
も
に
、
総
合
振
興

計
画
に
掲
げ
る
将
来
展
望
の
実
現
と
、
公

約
に
掲
げ
た
〝
活
力
あ
ふ
れ
る
四
万
十
郷

の
創
造
〞
に
向
け
、
子
育
て
支
援
、
移
住

定
住
の
促
進
、
地
場
産
業
の
振
興
、
中
山

間
地
域
の
活
性
化
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で

非
常
に
重
要
な
人
材
育
成
の
面
で
は
、
こ

の
４
月
に
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
人
材

育
成
推
進
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
実
行
２

年
目
と
な
る
人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
住
民
や
行
政
、
関
係
機
関
な
ど
と
の

連
携
・
協
働
に
よ
る
「
四
万
十
町
な
ら
で

は
の
人
材
育
成
の
推
進
」
に
さ
ら
に
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

創
生
総
合
戦
略
」
の
重
要
施
策
で
あ
る
外
商

の
強
化
、
地
場
企
業
の
育
成
、
観
光
戦
略
の

推
進
、
移
住
定
住
の
促
進
、
さ
ら
に
は
四
万

十
川
対
策
の
一
層
の
推
進
の
た
め
、
行
政
組

織
の
再
編
に
伴
う
条
例
改
正
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
地
産
外
商
の

取
り
組
み
な
ど
に
重
点
を
置
き
、
ま
ち
の
賑

わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
全
国
に
誇
れ
る
四

万
十
町
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
に
精
一
杯

取
り
組
む
所
存
で
す
。

■
平
成
29
年
度
当
初
予
算
案
の
概
要

　に
つ
い
て

　
平
成
29
年
度
当
初
予
算
案
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

普
通
交
付
税
の
段
階
的
な
縮
減
に
よ
る
影
響

や
、
第
２
次
四
万
十
町
中
期
財
政
計
画
に
掲

げ
た
財
政
運
営
方
針
等
を
踏
ま
え
、
ま
た
一

方
で
は
、
計
画
の
初
年
度
と
な
る
第
２
次
四

万
十
町
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
る
将
来
展
望

の
実
現
と
、
公
約
に
掲
げ
た
〝
活
力
あ
ふ
れ

る
四
万
十
郷
の
創
造
〞
に
向
け
、
国
や
県
の

動
向
等
を
注
視
し
な
が
ら
予
算
編
成
に
臨
ん

だ
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
結
果
、
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は

1
5
7
億
9
千
5
0
0
万
円
と
な
り
、
前
年

度
当
初
と
比
較
し
て
2
億
2
0
0
万
円
・

1
．
3
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
一
般
会
計
の
ほ
か
10
の
特
別
会
計

と
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
12
会
計
の

予
算
規
模
は
、
会
計
間
の
重
複
分
を
差
し
引

く
と
2
2
0
億
3
千
9
6
5
万
円
と
な
り
、

前
年
度
当
初
と
比
較
し
て
約
4
億
8
千

平
成
29
年
3
月

四
万
十
町
議
会

　
　 定 

例 

会
　

　
　 町
長
行
政
報
告（
要
旨
）

　
次
に
日
本
の
人
口
減
少
問
題
に
お
い
て

は
、
統
計
開
始
以
来
、
年
間
出
生
数
が
初
め
て

1
0
0
万
人
を
割
り
込
む
見
通
し
と
な
り
、

東
京
で
も
2
0
2
5
年
を
境
に
人
口
が
減
少

に
転
じ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
現
在
ま
で
人
口
は
減

少
を
続
け
、
1
9
5
5
年
（
昭
和
30
年
）
に

は
４
万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、

2
0
1
0
年
（
平
成
22
年
）
の
国
勢
調
査
で

は
、
半
数
以
下
の
1
万
8
千
7
2
7
人
に
、

2
0
1
5
年
に
は
1
万
7
千
3
2
0
人
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
減
少
が
進
む
と

2
0
4
0
年
（
平
成
52
年
）
に
は
１
万
人
を

割
り
込
み
、
2
0
6
0
年
（
平
成
72
年
）
に

は
5
千
8
0
0
人
台
と
な
る
推
計
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
人
口
減
少
は
、
地
域
経
済
の
規
模
縮
小
や

社
会
保
障
費
な
ど
の
負
担
増
、
日
常
を
支
え

る
機
能
の
低
下
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
地
方

の
活
力
を
弱
め
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
人

口
減
少
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
悪
循
環
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
、
産
業
、
行
政
、

教
育
機
関
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
問
題
意
識

を
共
有
し
、
直
面
す
る
課
題
に
対
し
、
危
機

感
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
町
長
就
任
４
年
目
で
仕
上
げ
の
年
と
な
る

平
成
29
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
継
続
・
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
公
約

実
現
に
向
け
、
成
果
の
見
え
る
取
り
組
み
を

積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
今
議
会
に
は
、
「
第
２
次
総
合
振
興
計

画
」
と
「
四
万
十
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

3
0
0
万
円
・
2
．
1
％
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

度
の
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
12
月
議
会
定
例
会
以
降
の

主
要
な
行
政
運
営
な
ど
に
関
し
、
ご
報
告
し

ま
す
。

■ 

2
0
1
6
奥
四
万
十
博
に
つ
い
て

　
高
幡
広
域
５
市
町
の
連
携
に
よ
り
開
催
し

て
い
た
「
2
0
1
6
奥
四
万
十
博
」
が
、
12

月
25
日
に
そ
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
約
８
か
月
間
の
開
催
期
間
中
に
は
、
多
く

の
皆
様
が
各
市
町
の
観
光
地
や
各
種
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
奥
四
万
十
博
推
進
協
議
会
が
、
観

光
動
向
調
査
の
分
析
や
今
後
の
観
光
の
あ
り

方
や
考
え
方
を
ま
と
め
た
広
域
観
光
の
推
進

指
針
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
奥
四
万
十
博
の

取
り
組
み
を
来
年
度
以
降
の
観
光
振
興
に
活

か
す
と
と
も
に
、
高
幡
広
域
の
各
市
町
と
の

広
域
観
光
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
奥
四
万
十
博
期
間
中
に
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
企
業
や
事
業
者
、
並
び
に
住
民

の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

■
志
国
高
知
幕
末
維
新
博
に
つ
い
て
　
　
　

　
2
0
1
7
年
は「
大
政
奉
還
」か
ら
1
5
0

年
、
2
0
1
8
年
は
「
明
治
維
新
」
か
ら

1
5
0
年
の
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

　
高
知
県
で
は
、
土
佐
の
風
土
・
文
化
・

食
・
自
然
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

2
0
1
7
年
か
ら
２
か
年
に
わ
た
り
、
「
志

国
高
知
幕
末
維
新
博
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
去
る
３
月
４
日
に
は
、
高
知
城
追
手
門
周

辺
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、
本
町
の
商
工
会
を
中
心
に
窪
川
地
域
の

皆
様
が
育
て
て
き
た
谷
干
城
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を
上
演
し
ま
し
た
。

　
谷
干
城
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
今
年
で
20
回

目
と
な
る
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
こ
の
上
演

の
ほ
か
、
「
谷
干
城
」
の
歴
史
的
な
資
料
収

集
、
展
示
会
な
ど
を
企
画
・
検
討
し
て
お

り
、
先
般
、
「
谷
干
城
」
の
数
々
の
資
料
を

所
持
・
保
管
し
て
い
る
熊
本
市
に
表
敬
訪
問

し
、
維
新
博
の
説
明
と
資
料
の
提
供
な
ど
、

協
力
・
支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
会
や
地
元
の
有
志
の
皆
様
が

銅
像
建
立
を
計
画
し
て
い
る
と
お
聞
き
を
し

て
お
り
、
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
町
民
の
皆

様
に
わ
が
町
の
歴
史
的
な
偉
人
「
谷
干
城
」

の
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
支
援
も
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
歴
史
と
文
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
た
観
光
振
興
を
奥
四
万
十
博
以
降
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
県
や
町
の
商
工

会
、
歴
史
家
の
皆
様
の
ご
支
援
や
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
維
新
博
を
契
機
と
し
て

郷
土
が
生
ん
だ
「
谷
干
城
」
を
全
国
に
情
報

発
信
し
、
維
新
博
を
盛
り
上
げ
る
と
と
も

に
、
新
た
な
観
光
客
の
誘
致
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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